
１ はじめに

エアロゾル（空気中に浮遊している粒子状物質）の

うち粒径２．５µm以下の微小粒子（PM２．５）の人へ健

康影響が懸念され，その実態把握のための測定法の改

善が求められている１－５）。昨年（平成１５年度），米国仕

様の PM２．５ローボリューム エアーサンプラー

（Partisol−Frm Model ２０００）と SPM（粒径１０µm以下

の粒子）の標準法であるローボリューム エアーサン

プラーなどとの並行捕集試験を開始し，秤量精度など

基礎的検討を行ったが，既存のセミミクロ天秤（秤量

精度１０µg）による PM２．５の定量下限値は４２µg／m３（２４

時間値）であり，捕集時間と秤量精度の改善が必要で

あることを確認した。本年（平成１６年度），新たに導

入されたフィルタ専用ウルトラミクロ天秤（読み取り

限度０．１µg）により秤量精度の改善が実現でき，微小

粒子実態把握に向け若干の知見を得たので報告する。

２ 測定方法

２．１ 採取装置とフィルタ

採取装置は，１）粒径２．５µm以下の微小粒子（５０％

カット値）を捕集する米国仕様の PM２．５ローボ

リューム エアーサンプラー，２）粒径１０µm以下の

粒子（１００％カット値）を捕集する国内標準仕様の

ローボリューム エアーサンプラー，３）粒径２．１µm

以下の微小粒子，粗大粒子（２．１～９．０µm）及び９．０µm

以上の粒子を捕集するアンダーセン ローボリュー

ム エアーサンプラー及び４）粒径２．５µm以上，粒

径２．５～１µm，粒径１～０．５µm，粒径０．５～０．２５µm及

び粒径０．２５µm以下の粒子を採取する PM２．５カスケー

ド インパクターの４種類を使用した。捕集フィルタ

は，前報１）では石英繊維フィルタとテフロンフィルタ

を併用したが，今回は秤量精度を比較するため，石英

繊維フィルタに較べて吸湿性の低いテフロンフィルタ

を使用した。

１）PM２．５ローボリューム エアーサンプラー（PM

２．５）：Rupprecht & Patashnick社製 PARTISOL−FRM

MODEL２０００流 量：１６．７L／min，フ ィ ル タ：４７

mmφ ，Pallflex TK１５－G３M（テフロン）

２）１０µmカットサイクロン付きローボリューム エ

アーサンプラー（SPM）：新宅機械製作所製 流量：

２０L／min，フ ィ ル タ：１１０mmφ ，Pallflex T６０A２０

（テフロン）

３）アンダーセン ローボリューム エアーサンプ

ラ ー（ALS）：日 本 科 学 工 業 社 製 KANOMAX

MODEL－５６００，流 量：２８．３L／min（粒 径９．０µm以

上，粒径２．１～９．０µm，粒径２．１µm以下の３ステー

ジ分粒捕集法），フィルタ：８０mmφ ，Pallflex T６０A

２０（テフロン），乾式ガスメータ（Sinagawa seiki Model

NDP−2A−T）

４）PM２．５カ ス ケ ー ド イ ン パ ク タ ー Sioutas

Cascade Impactor（SCI）：SKC社 製流量９L／min

（４ステージ（粒径２．５µm以上，粒径２．５～１µm，

粒径１～０．５µm，粒径０．５～０．２５µm）と粒径０．２５µm

以下（バックアップ）の５ステージ分粒捕集法），
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フ ィ ル タ（４ス テ ー ジ 用）：２５mmφ ，PTFE

（Zeflour）０．５µm，フィルタ（バックアップ用）：３７

mmφ ，PTFE（Teflon）２．０µm，乾式ガスメータ

（Sinagawa seiki Model NDP−2A−T）

２．２ 天秤

フィルタ専用ウルトラミクロ天秤は，直径９０mm以

内のフィルタを対象としている。しかし，SPM測定

の標準法であるローボリューム エアーサンプラーに

使用するフィルタは，直径１１０mmと大きく，この天

秤では秤量できないため，前報と同様，セミミクロ天

秤（読み取り限度：１０µg）を使用した。また，比較

のため直径４７mm以下のフィルタは，ミクロ天秤（読

み取り限度：１µg）でも秤量を行った。

フィルタは捕集前，恒温恒湿室（２１．３±２．３℃，

４３．４±７．１％）で２４時間放置後，３回秤量した。エア

ロゾル捕集後も同様の操作を行った。エアロゾル捕集

前後のブランクフィルタ秤量値の標準偏差を比較し，

高い偏差値の３倍を検出下限，１０倍を定量下限とし

た。

１）フィルタ専用ウルトラミクロ天秤 SE２－F（ザル

トリウス：読取り限度０．１µg），秤量皿９０mm，秤量

範囲：２．１g，静電気対策２４１Am，ザルトイン Ver１．４．２３

（秤量値の表計算ソフト（Excel）への自動取り込

み）

２）セミミクロ天秤 AT２６１（メトラー：読取り限度

１０µg），秤量皿８０×８０mm，秤量範囲：６２g

３）ミクロ天秤M３（メトラー：読取り限度１µg），

秤量皿 ２８mmφ ，秤量範囲：２２g

３ 結果及び考察

３．１ 秤量精度

天秤室内は，通常，空調機の稼働状況と季節により

室温は１５～３０℃，湿度は３０～６０％と大きく変動してい

る。また，フィルタ専用ウルトラミクロ天秤据え付け

当初，空調機吹き出し口からの気流の影響で安定性が

悪く，秤量ができなかった。そこで，気流の直接影響

を防ぐため，吹き出し口と天秤の間にアコーディオン

カーテンを取り付けた。さらに外気温の影響を防ぐた

め断熱ブラインドを設置し，気流の直接影響を防ぐた

め簡易グローブボックスに天秤を設置した結果，天秤

表１ 各種フィルターの天秤別定量下限値

セミミクロ天秤 ミクロ天秤 ウルトラミクロ天秤

１０µg１） １µg１） ０．１µg１）

振動防止対策２）

振動防止対策２）

室内気流対策３）

温湿度対策４）

振動防止対策２）

振動防止対策２）

室内気流対策３）

温湿度対策４）

静電気対策５）

４７mmφ テフロン（Pallflex TK１５－G３M） １５～４９０µg ２４～３００µg

４７mmφ 石英繊維（Pallflex ２５００ QAT） １０００µg*

１１０mmφ テフロン（Pallflex T６０A２０） ７８０～３０００µg ３１０～３３００µg

１１０mmφ 石英繊維（Pallflex ２５００ QAT） ８１００µg*

８０mmφ テフロン（Pallflex T６０A２０） ３１０～２３００µg １５～３１０µg

８０mmφ 石英繊維（Pallflex ２５００ QAT） １２０～２８０µg

２５mmφ テフロン（４ステージ用 PTFE
（Zeflour）０．５µm）

１５～６７０µg ９．７～３７０µg

３７mmφ テフロン（バックアップ用 PTFE
（Teflon）２．０µm）

３１０～５４０µg ５．８～７９µg １４～５１０µg

註
１）天秤の読み取り限度
２）振動防止対策：簡易防振台
３）室内気流対策：アコーディオンカーテン（エアコンの風除け）
４）温湿度対策：断熱ブラインド（外気の影響防止），簡易グローブボックス（ウルトラミクロ天秤周辺の風の影響防止と保温）
５）静電気対策：天秤内に置かれた放射性物質（２４１Am）による静電気除去
定量下限値：ブランクフィルターを試料採取前後で各３回秤量し，標準偏差を求め，高い偏差値の１０倍を定量下限とした。な
お，＊印の値は，試料採取前後のブランク値の差から標準偏差を求め，その１０倍を定量下限とした。
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周辺は，２０．８±０．５℃，湿度４５．４±２．７％まで改善され

た。表１に各種フィルタの天秤別定量下限値を示し

た。８０mmφ テフロンフィルタについて，ウルトラミ

クロ天秤による秤量定量下限値はセミミクロ天秤に較

べて７倍以上改善された。フィルタの種類が異なる

が，４７mmφ フィルタについても，ウルトラミクロ天

秤による秤量定量下限値はセミミクロ天秤に較べて３

倍以上改善された。また，ミクロ天秤とウルトラミク

ロ天秤を比較すると，秤量定量下限値の幅が縮小され

ており精度の差異が認められた。しかし，恒温

（２０℃）恒湿（５０％）条件を満たしても定量下限値

は，調査開始時と終了時で顕著な差異は認められな

かった（表２）。５００µg以下の微量な秤量は，天秤操

作時の振動と静電気などの影響が懸念され，これら問

題点を解決する必要があると考えられた。

３．２ 並行採取試験

前報１）では，捕集は２４時間であった。今回は秤量精

度の確保と平日と休日の SPM濃度を把握するため，

４８時間（平日）と７２時間（休日（一部平日を含む））

とした。

平成１６年１２月１５日～平成１７年３月７日の期間，環境

保健センター屋上において，４台の捕集装置による平

日（４８時間）７回と休日（４８，７２時間）１３回の並行捕

集試験を行った。その結果を捕集装置別に表２と図１

～４に示した。PM２．５（PM２．５ローボリューム エ

アーサンプラー）（図１）と ALS（アンダーセン

ローボリューム エアーサンプラー）（図３）の SPM

濃度，すべて定量下限値以上であり，秤量精度は確保

されていると考えられた。一方，SPM（ローボリュー

ム エアーサンプラー）（図２）と SCI（PM２．５カス

ケード インパクター）の SPM濃度（図４）は，定

量下限値以下が認められ，秤量精度に問題があると考

えられた（表２の網掛けデータ）。

PM２．５の平日平均値は２５µg／m３，休日平均値は１５

µg／m３で，平日と休日で差異が認められた。その差１０

µg／m３は人の活動（焼却炉，暖房用ボイラーなど固定

発生源と自動車など移動発生源）の差によるものと推

定された。PM２．５と ALS（２．１µm以下）の最高値

は，捕集開始１回目平日でそれぞれ４２µg／m３と３９µg／m３

であった。また期間中の最低濃度は，６回目の休日で

それぞれ７．１µg／m３と７µg／m３であり，ほぼ同一の挙動

を示した。更に図１には，環境保健センター近傍にあ

る大気測定局２点の SPM（PM１０）濃度を示した。調

査日初回は，平均風速 ０．８m／s，平均気温８．６℃の穏

やかな天候であったので，PM２．５と２ヵ所の大気測定

局の SPM濃度は４０µg／m３付近にあり，ほぼ一致して

いた。しかし，残り１９回の調査結果では，PM２．５と興

除測定局の SPM濃度は概ね同一挙動を示したが，長

津測定局の SPM濃度は常に高めの傾向が認められ，

特に１７回目の長津測定局の SPM濃度は４９µg／m３と，

PM２．５と興除測定局の SPM濃度に較べて高濃度で

あった。この調査期間（２００５年２月２２日～２４日）中，

西日本は黄砂現象に見舞われた。従って，いずれの採

取装置も粒径２．１µm以上の粗大粒子は高濃度になっ

た。長津測定局の北側は国道２号線に面しており，道

路の直接影響を受け易い地点にある。一方，興除測定

局は，中学校のグランド隅にあり，周囲は田園地帯

で，主要道路とは直接面していない。また，長津測定

局の採気管の構造は曲がりカ所数３に対し，興除測定

局の採気管の構造は曲がりカ所数は６であることか

ら，SPMが測定器に到達する前に粗大粒子が沈降し

やすい構造であると考えられた。以上のことから興除

測定局の SPM濃度は，道路粉じんの巻き上げや黄砂

現象など粗大粒子の影響を余り受けていないと推定さ

れた。

SPMと ALS（９µm以下）の最高値は平日１７回目で

それぞれ５６µg／m３と５９µg／m３であった。その時の ALS

（９～２．１µm）値は３１µg／m３で，ALS（２．１µm以下）

値は２７µg／m３であることから，黄砂（粒径４µm付

近）の影響が示唆された。SPMの最低値は平日１１回

目，１１µg／m３（定量下限値１０µg／m３）であった。

SCIは，微小粒子（粒径２．５µm以下）を更に分粒し

て粒径１µm以下の粒子（ナノ粒子）の挙動を把握す

るための採取装置である。このナノ粒子は焼却炉，ボ

イラーなど燃焼施設（固定発生源）及び自動車などの

排ガス（移動発生源）に起因した一次粒子と光化学ス

モッグなどガス状成分が大気中で凝集した二次粒子と

いわれている。図４に SCIによる粒径２．５µm以下の

微小粒子の調査期間中の濃度変化を示した。定量下限

値が０．３～１２µg／m３と変動が大きく，低濃度値の信頼

性は低いが，PM２．５の主要構成粒子であることが示唆

された。
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表２ 粒径別エアロゾル調査結果（調査地点：岡山県環境保健センター屋上）
（単位：µg／m３）

No 調査期間

気象条件 PM 2.5 Air
Sampler

Low Volume
Air Sampler Andersen Low Volume Air Sampler SKC Cascade Impactor 近傍大気

測 定 局

天候 主風向風速
平均
気温
℃

平均
気 圧
mmHg

２．５µm
以下

定量
下限

１０µm
以下

定量
下限

９ µm
以上

９～２．１
µm

２．１µm
以下

９µm
以下

定量
下限

２．５µm
以上

１～２．５
µm

０．５～１
µm

０．２５～
０．５µm

定量下限
（２．５～
０．２５µm）

０．２５
µm
以下

定量下限
（０．２５µm
以下）

長 津
大 気
測定局

興 除
大 気
測定局

１ ２００４／１２／１５～１２／１７
（Weekdays） ４８hr 薄曇り時々晴れ一時雨

NNW ０．８m/s ８．６ ７６３ ４２ ０．６ ４７ ６．７ ９．６ ９．６ ３９ ４９ ０．５ ５．７ ３．１ ２．５ １２ １．７ １４ １．５ ３９ ４１

２ ２００４／１２／２２～１２／２４
（Holidays） ４８hr 晴れ時々曇り

WSW １．８m/s ６ ７６１ ８．７ １．５ １２ ９．２ ２．７ ２．７ ９．７ １２ ０．７ １．２ ０．５ ０．４ ２．３ １．６ ４．７ ２．４ １７ ８．５

３ ２００４／１２／２５～１２／２７
（Holidays） ４８hr 曇り後雨後晴れ時々曇り

WNW ３．７m/s ５．４ ７６１ ２２ ２．７ ２７ ７．３ ４．９ ５．３ ２１ ２７ ０．４ ３．２ １．１ １．６ ７．７ ２．６ ８．７ ２．６ ３０ ２１

４ ２００５／０１／０２～０１／０４
（Holidays） ４８hr 晴れ後曇り時々雨後晴れ

E~SW １．１m/s ６．２ ７６２ １８ ５．８ ２４ １７ ４．５ ４．３ １９ ２４ ０．６ ２．１ ０．６ １．２ ６．４ ４．７ ６．８ １．６ ２６ １８

５ ２００５／０１／０５～０１／０７
（Weekdays） ４８hr 晴れ後曇り時々雨

N １．２m/s ３．４ ７６５ １８ ０．６ １７ ４２ ４．２ ３．７ １７ ２１ ０．４ ２．６ ０．５ ０．５ ５．３ ３．５ ７．２ ３．９ ２９ １９

６ ２００５／０１／０９～０１／１１
（Holidays） ４８hr 晴れ一時曇り

WSW ２．５m/s ２．２ ７６３ ７．１ ０．８ １５ １２ ２．３ ２．５ ７ １０ １．６ １．８ ０．５ ０．９ １．８ ５．８ ６．１ １０ １３ ６．０

７ ２００５／０１／１５～０１／１７
（Holidays） ４８hr 雨後晴れ時々曇り一時雨

WSW ２．２m/s ５．７ ７５４ １９ １．４ ２２ ２１ ３．８ ３．７ １８ ２１ ３．６ ２．３ １．８ １．４ ５．８ ６．８ ９．１ ９．２ ２６ １７

８ ２００５／０１／１８～０１／２０
（Weekdays） ４８hr 晴れ時々曇り

WNW ３．８m/s ５．２ ７６１ ２６ ２．０ ２８ ５１ ４．０ ８．６ ２６ ３５ ０．７ ３．７ ２．２ １．０ ８．７ ８．６ ９．６ ２．８ ３７ ２４

９ ２００５／０１／２２～０１／２４
（Holidays） ４８hr 晴れ時々曇り

ENE~E ３．８m/s ４．５ ７６４ ２１ ５．０ ２３ １０ ４．５ ４．２ ２２ ２６ １．３ ３．１ １．９ １．３ ７．０ １２ ９ ８．３ ２５ ２０

１０ ２００５／０１／２９～０１／３１
（Holidays） ４８hr 晴れ後曇り一時みぞれ後

晴 W ２．９m/s ６．４ ７５５ １５ ４．８ １７ ３１ ５．２ ７．３ １８ ２５ ０．７ ４．９ １．５ ４．６ ５．５ ７．９ ４．９ ２．４ ２７ １６

１１ ２００５／０２／０１～０２／０３
（Weekdays） ４８hr 晴れ時々曇り一時雪後晴

れ W ６．７m/s ０ ７５５ １１ ２．０ １１ １０ ６．７ ３．２ １２ １６ １．５ ２．９ １．４ ０．６ ４．２ １．６ ５．３ ７．４ １６ ９

１２ ２００５／０２／０４～０２／０７
（Holidays） ７２hr 曇り時々晴れ後曇り

NNW~WSW １．９m/s ４．９ ７６４ １９ １．０ ２２ １１ ４．６ ８．６ １９ ２８ ０．１ ５．４ ２．４ １．６ ７．８ ２．８ ７．５ ６．４ ２４ １９

１３ ２００５／０２／０８～０２／１０
（Weekdays） ４８hr 曇り一時雨時々晴れ

E ０．９m/s ８ ７６３ ２５ ０．５ ３４ １５ ６．７ ６．５ ２６ ３３ ０．３ ３．１ １．８ ２．６ ９．４ ０．３ ９．３ ０．７１ ３８ ２５

１４ ２００５／０２／１１～０２／１４
（Holidays） ７２hr 晴れ時々曇り

WSW １．４m/s ３．３ ７６８ １２ ０．６ １７ ２５ ３．１ ５．５ １２ １８ １．３ ３．２ １．１ ０．３ ２．７ ０．４ ６ ０．３２ １４ １０

１５ ２００５／０２／１５～０２／１７
（Weekdays） ４８hr 曇り時々雨

NNW １．４m/s ８．５ ７５９ ３０ ２．３ ４２ ９．０ ８．３ ８．７ ３１ ３９ ０．７ ５．１ ３．５ ２．２ １３ ４．１ ８．７ ０．４６ ３９ ２６

１６ ２００５／０２／１８～０２／２１
（Holidays） ７２hr 曇り時々雨 後晴れ

NNW １．９m/s ４．５ ７６０ １２ ０．９ １５ ３．０ １．２ ３．７ １２ １６ ０．６ ２．３ １．４ １．９ ５ ０．７４ ４．８ １．３ １６ １１

１７ ２００５／０２／２２～０２／２４
（Weekdays） ４８hr 快晴後曇り後雨

SSW~WNW ２．９m/s ５．９ ７６０ ２７ ２．４ ５６ ２２ １８ ３１ ２７ ５９ ０．５ １９．４ ８．６ ３．１ ７．５ ２．１ １１ ２．４ ４９ ２８

１８ ２００５／０２／２５～０２／２８
（Holidays） ７２hr 曇り後晴れ

WSW １．８m/s ３．４ ７６３ １５ １．９ ２４ ６．０ ３．４ ７．５ １５ ２３ １．１ ４．２ １．４ １．３ ４．５ ０．４０ ７．２ ２．７ ２０ １５

１９ ２００５／０３／０１～０３／０３
（Weekdays） ４８hr 晴れ後曇り 後雨

WSW １．５m/s ５．９ ７６６ ２６ １．８ ２９ ２１ ６．７ ６．２ ２７ ３３ ０．６ ３．６ １．１ １．４ １１ ２．８ ８．１ ２．３ ３８ ２３

２０ ２００５／０３／０４～０３／０７
（Holidays） ７２hr 曇り後晴れ時々曇り ４．１ ７６３ １５ ０．９ ２１ １０ ２．９ ４．７ １６ ２１ ０．７ ２．７ １．１ １ ４．４ ２．２ ６．２ ３．２ ２０ １４

註
痕跡（定量下限～検出下限）
不検出（検出下限以下）

最高値 ８．６ ７６８ ４１．７ ５．８ ５６ ５１ １８．１ ３１．４ ３９．１ ５８．７ ３．６ １９．４ ８．６ ４．６ １２．７ １２ １４．３ １０ ４９ ４１

最低値 ０ ７５４ ７．１ ０．５ １１ ３ １．２ ２．５ ７ ９．５ ０．１ １．２ ０．５ ０．３ １．８ ０．３ ４．７ ０．３ １３ ６

平均値 ５．１ ７６２ １９ ２．０ ２５ １７ ５．４ ６．９ １９．８ ２６．７ ０．９ ４．１ １．９ １．６ ６．６ ３．７ ７．７ ３．６ ２７ １８
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図１ エアロゾル経時変化（PM２．５ Low Volume Air Sampler）
地点：岡山県環境保健センター屋上（地上約１５m）

図２ エアロゾル経時変化（SPM Low Volume Air Sampler）
地点：岡山県環境保健センター屋上（地上約１５m）
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図３ エアロゾル経時変化（Andersen Low Volume Air Sampler）
地点：岡山県環境保健センター屋上（地上約１５m）

図４ エアロゾル経時変化（PM２．５ Sioutas Cascade Impactor）
地点：岡山県環境保健センター屋上（地上約１５m）
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３．３ エアロゾル採取装置別定量下限値

旧環境庁大気保全局企画課（現環境省）より平成１２

年９月示された「大気中微小粒子状物質（PM２．５）質

量濃度測定法暫定マニュアル」によれば，定量下限値

は，２４時間測定値で２µg／m３と定められている。これ

は米国 PM２．５の環境基準値（年平均値１５µg／m３）を参

考としている。今回は，その１／２を暫定の目標定量

下限値として各 SPM採取装置別定量下限値を表３に

示した。この表より PM２．５エアーサンプラー（１６．７L

／min）は，採取時間を４８時間，ローボリューム エ

アーサンプラー（２０L／min）は捕集時間を１５日（３６０

時間），アンダーセン ローボリューム エアーサン

プラー（２８．３L／min）は捕集時間を２４時間そして PM

２．５カスケード インパクター（９L／min）は捕集時

間を５日（１２０時間）以上に設定すれば，現在の天秤

の秤量精度以内に収まると考える。しかし，エアロゾ

ルは各種化合物の混合物であり，常時変化をしてい

る４）。自動車など移動発生源及び工場・事業場など固

定発生源から排出される一次起源のエアロゾルや大気

中で二次的に生成したエアロゾルなど発生源との関係

を明らかにするため，発生源の状況に併せた短時間捕

集と秤量精度の向上が必要であると考える。

４ 結 論

１）ウルトラミクロ天秤による秤量定量下限値はセミ

ミクロ天秤に較べて３～７倍以上改善された。ま

た，ミクロ天秤とウルトラミクロ天秤を比較する

と，秤量定量下限値の幅が縮小されており精度の差

異が認められた。しかし，恒温（２０℃）恒湿

（５０％）条件を満たしても定量下限値は，調査開始

時と終了時で顕著な差異は認められなかった。５００

µg以下の微量な秤量は，天秤操作時の振動と静電

気などの影響が懸念され，これら問題点を解決する

必要があると考えられた。

２）PM２．５ローボリューム エアーサンプラーとアン

ダーセン ローボリューム エアーサンプラーに

よって採取されたエアロゾルの秤量値は定量下限値

以上あり，秤量精度は確保されたと考えられた。し

かし，標準法であるローボリュームエアーサンプ

ラーは，定量下限値以下のデータがあり，秤量精度

に問題があった。また，PM２．５カスケード イン

パクターで捕集されたエアロゾルは，１０µg／m３以下

の微量濃度は定量下限値以下のデータが多く，秤量

精度に問題があった。しかし，最近注目されている

ナノ粒子（粒径１µm以下）の挙動を把握するため

の捕集装置であり，秤量精度の向上が必要であると

考えられた。

３）PM２．５ローボリューム エアーサンプラー，アン

ダーセン ローボリューム エアーサンプラー及び

近傍の大気自動測定局データとの比較により，PM

２．５の広域的挙動に対して，粒径２．１～１０µmの粒子

の局所的及び黄砂現象など広域的挙動が示唆され

た。また，データ解析に当たって測定局の採取管の

構造の考察も必要と考えられた。

４）米国 PM２．５の環境基準値（年平均値１５µg／m３）を

参考に，その１／２を暫定の目標定量下限値として

秤量精度の評価を行った結果，PM２．５ローボリュー

ム エアーサンプラーの捕集時間を４８時間以上に設

定すれば，岡山県の PM２．５の挙動を把握できるこ

とを確認した。

表３ エアロゾル採取装置別定量下限値と目標定量下限値

浮流粒子状物質採取装置
採取流速
（L／min）

定量下限値
（２４時間値）

µg／m３

定量下限値
（４８時間値）

µg／m３

定量下限値
（７２時間値）

µg／m３

定量下限値
（３６０時間値）

µg／m３

目標定量下限値
µg／m３

PM2.5 Air Sampler
（Partisol−FRM Model 2000）

１６．７ １．０～１２ ０．５～５．８ ０．６～１．９ ０．１～０．８ ８

FKS型 ロボリュームエアー
サンプラー

２０ １１～１１５ ６．７～５１ ３．０～２５ ０．７～７．６ ８

アンダーセンローボリュームエ
アーサンプラー

２８．３ ０．４～７．６ ０．３～３．６ ０．１～１．３ ０．０２～０．５ ８

PM2.5 Sioutas Cascade Impactor
（SKC社製）

９ ０．８～３９ ０．３～１８ ０．３～６．４ ０．０５～１．９ ８

目標定量下限値：米国 PM２．５の環境基準値（年平均値１５µg／m３）の１／２とした。
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